
 

 

 

 

 

 

■第２７号 平成２４年 １１月 ３０日 

■発 行 第三地区まちづくり(住民自治）協議会 

 

 

 

  11 月初旬、各町区長まで「緊急時連絡カード入りケース」配布致しま 

 した。他市では「命のカプセル」と呼ばれています。 

  このケースは、登録頂いている「災害時要援護者」(第三地区 403 名)の 

皆さんへ民生児童委員及び町の役員により配布します。受領した方は、カ 

ードに必要事項を記入しケースに入れます。ケースには、病院の薬の説明 

書なども入れ冷蔵庫に保管します。 

 災害時等個人の生命、身体又は財産を守るために緊急時に使用します。 

 

  

 

         第一から第五地区住民自治協議会の合同講演会を 

実施しました。講師には、ＮＨＫ21:00 のお天気キ 

ャスターで活躍中の井田寛子さんにお願いし､｢天気 

予報と自然災害への備え」をテーマに講演を頂きま 

した。天気予報を伝えるための準備内容、天気図記 

号・雨天の確立・災害メカニズムの内容など分かり 

易く説明され、200 名の受講された皆さんは納得 

された様子でした。                               色紙も頂きました  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ひとり暮らし高齢者のつどい 

に応募された方の内 8 名の方が 

参加されました。当日は天気も 

良く、真田宝物館及び旧横田家 

住宅など松代の町を散策し、松 

代ロイヤルホテルで昼食と入浴 

でリフレッシュされました。参加された方は「日常会話の相手が少なく、また外に出か

けることも無いのでこのような行事を計画頂いて感謝しています。また、参加したい」

と皆さんは話されていました。今後計画に当たっては、一人暮らしの方の参加は、緊急

連絡先を把握し、万が一の事態に備えるなどの検討が必要と考えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  優勝 田町Ｂチーム     

 

 

 

 

 

 

 

準優勝 柳町チーム         

当日は、最近に見られない多くの参加チームが出場され、熱戦・接戦の試合となりま

した。優勝田町Ｂチーム、準優勝柳町チーム、３位居町Ａチームとなりまた。10 町・

17 チーム、競技者・来賓・役員で 68 名の参加で盛大な大会となりました。 

 

 

 

 平成２４年１１月２１日に第三地区協議会役員及び各町防犯(防災)担当部長等を対象

に「京都市市民防災センター」へ視察研修を実施しました。 

 このセンター施設は、様々な体験学習ができるため、その中から「消火体験、地震体

験、強風体験、避難体験」を選択し受講しました。 

 特に地震体験では、震度７の揺れの恐ろしさを実感することができ、地震が起きた時

に大事なのは、「まず身の安全を守ること」 

「火やガスを止めるのは最初の揺れが収ま 

ってから行動すること」を学びました。 

 火災が起きた建物の中は、「アッ」という 

間に煙が充満するので、落ち着いて体勢を 

低くし非常口を探す訓練も実施しました。 

                      

 

 

第三地区では、防災マップの各戸配布、

災害時要援護者支援事業(緊急時連絡カ

ード入りケースの配布等)、第三地区と各

町自主防災会との連絡体制づくりの検討

などを実施しており、今後も防災安全事

業を効果的に進めていくことが大切であ

ることをこの研修で再認識することがで

きました。簡単ですが報告といたします。 消火体験 

接戦の決勝戦 


